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2021-22年度 

福山西ロータリークラブ 

例  会  情  報 
 第 1465 回（13） 

 

会 長 能 登  伸 一   

幹 事 河 村  直 孝 

クラブ会長テーマ ： 「 ﾛｰﾀﾘｰに参加して自分も人も豊かにしよう！ 」 

日 時 2021 年 10 月 17 日（日） 13：00 ～ 

場 所 Web 開催 （地区大会） 

例 会 行 事 点 鐘 ・ ソング 「 - 」 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

例 会 行 事 食 事 

例 会 情 報 会 長 報 告 

例 会 行 事 幹 事 報 告 

出 席 報 告 

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告 

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 

＊C t r lキーを押しながらクリックするとそのページが表示されます。 
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【 会 長 報 告 】 

皆さん、こんにちは。 

ユーチューブで配信された地区大会でしたが、私もしっかり観させていただきました。冒頭、

杉川ガバナーのあいさつではシュカールメータ RI 会長が掲げる３つのテーマ、会員増強とロ

ータリー奉仕デーの実施、そして女子のエンパワメントについて改めて説明をされた後、それ

に基づくガバナー信条を訴えられました。「みんなのためになるかどうか、未来のためになる

かどうか。多様性を受け入れ相互理解を深めよう」というものです。依然としてコロナ禍とい

う厳しい環境でも１年経って「やることはやった！」ということにしたいということで、いろ

んな条件を乗り越えいかに活動するか、今はロータリアンの真価が問われているとも言われ

ています。私としても福山西ロータリークラブとしても改めてみんなでいろんな工夫しなが

らしっかり活動をしていこうというふうに思ったところです。 

 尾木直樹氏は母親から授かった７つの教訓についての講演をされました。 

① ありのまま今を輝く  

② コミュニケーションの力 

③ 失敗は成功の基 

④ きく力 

⑤ 感謝の力 

⑥ ピンチをチャンスに 

⑦ 今日やれることは今日のうちにやる 

という内容でした。中でも“きく力”は私にとっては印象にのこるお話でした。きくには「聞

く」「訊く」「聴く」とあります。人と接する中では「聴く」ことが求められる、相槌をうつこ

とが心に元気を与えるとのことです。また、女性は共感脳、男性は解決脳です。女性（妻）が

いろんなことを話しかけてきたときにそれを評価したり評論したりすることよりただ、うな

ずいて興味をもってきくことが大事だとうことです。私もこれは実践してみようと思った次

第です。 

 杉川ガバナーは来年 5 月 28 日・29 日、会長・幹事懇談会では是非リアルで会いましょ

うと呼びかけられて閉会となりました。 

表紙へ 

 

【 幹 事 報 告 】   
No. 内       容 

1  

２  

表紙へ 
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 

≪ RI 第 2710 地区・2021-22 年度 地区大会 ≫ 
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